
～ 令和7年1月31日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

一時預かりのお子さんや高齢者との関わり（集団

遊びやレクリエーション）の中で興味関心の幅を

広げたり社会性を育む支援を行っていく。

2

やりたい事を十分に楽しみながらその中で支援計

画に沿った支援を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・施設周辺の散歩や、施設玄関前で安全に配慮し

ながら遊べる環境を工夫する。

○事業所名 　デイサービスわくわく小矢部

○保護者評価実施期間 令和7年1月20日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　２月　１２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

気軽に戸外での活動ができにくい。 ・近くに戸外ですぐ遊べる環境がない。

・子育て支援センター、さんさん広場と同じ部屋で

支援を行っているので人員の工夫が課題である。

赤ちゃんから高齢者まで幅広い年齢の方が利用され

ているので交流の機会を持つことが出来る。

一時預かりのお子さんと一緒に活動をしたり食事を

するなど自然と交流の機会を持てている。

祝日のみのご利用なので、本人のやりたい事など気

持ちを尊重し、のびのびと過ごせるようにしてい

る。

事業所における自己評価総括表 （児童発達支援）公表


